
お申込みはこちら

申込締切 8/19

開催日時

https://forms.gle/zaPFwtUYPHvceDZy5

二次元コードもしくは↑こちらのURLよりお申込みください。

1990年大阪府生まれ。京都府立大学公共政策学部公共政策学科卒業。京都大学大学院人間環境学研究科博士後期課程

単位取得認定退学。博士（人間・環境学）。京都文教大学非常勤講師、京都大学大学院文学研究科特定研究員などを経て、

現在、岩手県立大学総合政策学部講師。専門は公共政策学。論文に「共生社会と民主主義についての試論」（『共生社会シス

テム研究』第13巻1号所収）、「新型コロナ感染症(COVID-19)が公共政策学に突き付けているもの」（足立幸男との共著、『公共

政策研究』20号所収）など。

講師プロフィール

Evidence-Based 

Policy Making

岩手県立大学

総合政策学部

杉谷和哉講師

岩手県立大学 データサイエンス・リカレント講座 基礎編②

「忖度のないお話が痛快でした！」「著書の裏話も聞け、充実した1か月でした。講義が終了し杉谷ロスになりそうです。」「非常にわ

かりやすく次回への興味を掻き立てる話しぶりで楽しく研修できました。」と、昨年11月大好評のうちに終了したEBPM入門編。今回は

その内容を発展させた初級編です。講師の新書をテキストに、行政の現場において、EBPMを導入・実践するにはどのように取り組めばよ

いのか、先進事例等を通じて学んでいきます。入門編未受講の方もわかりやすい内容となっていますので、安心してご参加ください。

8/22 木

8/29 木

9/5 木

9/12 木

18:30～20:00

会場：定員40名

岩手県立大学アイーナキャンパス 学習室１
〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅前西通1-7-1 ７階

対象
自治体職員、教育機関職員

（政策立案に従事している、もしくは興味のある方）

教材

講師作成テキスト

参考書籍 『日本の政策はなぜ機能しないのか?

：EBPMの導入と課題』７月18日発売予定 924円（税込）

光文社新書 著・杉谷和哉
内容

第1講 日本におけるEBPMの現状と課題

第2講 EBPMの具体例:中央政府・自治体の実践

第3講 政策評価制度とEBPM

第4講 EBPMの内製化に向けて:エビデンスの収集
と活用をめぐる方針

オンライン：Zoom Webiner

オンライン併催
受講料無料

岩手県立大学
【お問い合わせ】 岩手県立大学 研究・地域連携室 長内

📩 h_osanai@ipu-office.iwate-pu.ac.jp ℡ 019-694-3330

主
催 岩手県

共
催 岩手県市長会／岩手県町村会

後
援



岩手県立大学 2023年データサイエンス・リカレント講座

講義動画のご紹介

昨年のセミナー動画で、今年度の内容を先取り学習！

今年度のセミナーは、昨年未受講の方でも理解できる内容となっております。
よりスムーズに理解を深めていただくために、昨年のセミナー動画をYouTubeにて公開しておりますので、ぜひ
ご視聴ください。

動画視聴で得られる3つのメリット
前年度の内容を復習:今年度のセミナー内容の基礎となる部分を理解することができます。
講師の講義スタイルを確認:実際の講義の様子をご覧いただけますので、当日の雰囲気を掴むことができます。
疑問点を事前に解消:動画を見ながら、疑問点があればメモを取っておくことで、当日の質疑応答タイムにスムー
ズにご質問いただけます。

動画視聴方法
下のQRコードを読み取り、YouTubeアプリで動画を視聴できます。

注意事項
動画視聴にはインターネット接続が必要です。
スマートフォンやタブレット端末での視聴を推奨いたします。
パソコンでの視聴は、下記の岩手県立大学公式YouTubeチャンネルにアクセスいただき、動画タブよりご覧いた
だくことができます。

今年度のセミナーで皆様のご参加をお待ちしております！

第１講

EBPMの基礎：

基本的な理解を目指して

第2講

EBPMとは何か：

米英の先進事例から学ぶ

第３講

日本における

EBPMの展開と課題

第４講

EBPMを実践するには

どうしたらよいのか

第５講

ウェルビーイングとEBPM

https://www.youtube.com/@Iwateprefuniversity

公式YouTubeチャンネル
↓

EBPMとは？ EBPM（Evidence-Based Policy Making）は、科学的根拠に基づいた政策立

案と評価を行うための方法論です。近年、政策の有効性を検証し、より効果的な政策を実現することが求めら
れており、EBPMは政策立案者にとって不可欠なスキルとなっています。


